
















わが国における小児肥満の問題については,まず学童期・思春期に焦点が合わされ,さまざ

まのアプローチによって一定の成果があげられてきた。最近になり乳幼児期の肥満につい

ても関心がたかまり,この時期に増殖した脂肪細胞の数は生涯変わることがないので,肥満

児対策は乳幼時期にまでさかのぼって考える必要があるとの意見も提示されている。しか

し一方では成長・発育の旺盛であるべき乳幼児期に,肥満児治療ということで食事などの不

必要な規制を負荷することは極力避けるべきであるとの考え方もあり,どの程度の肥満に

対してどのような対応を行なうことが望ましいかを検討する必要性が認識されるようにな

った。本研究班では対象を幼児肥満にしぼり,3歳児健診などの現場における判定の基準と

対応の原則を見出すべく検討を行なった。 

幼児期の肥満判定基準設定にあたっては幼児期の肥満の予後をみることが重要である。予

後によっては,幼児期の体型を問題視する必要がなくなるからである。 

筆者は,富山県中新川郡立山町で出生から中学3年までの発育状態を追跡したことがあり,

その時のデーターに基づいて,今回は体型を示す指数を指標としてその継時的な相関をみ

るとともに,体型の推移を検討した。 

【目的】幼児肥満の判定基準の設定にあたり,幼児期の肥満度とカウプ指数,ローレル指数

の相互の関係を調べることと,乳・幼児期の体格と学童期の体格の相関関係を検討すること

を目的とした。 


